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研究成果の概要（和文）： 

 本研究では遼金時代の宮殿、庭園に関する基本的な史料収集と検討を行った。遼、金、元は

北方の征服王朝として一括されることが多く、とくに建築空間としてはとくに三者の違いを論

じられてこなかった。しかしながら、三者はどうやら異なるらしい。資料的制約があったため、

本研究では元朝をも研究対象に含めた。元の宮廷には曲水の装置や石のオブジェを配置するな

ど漢の庭園の影響も認められるが、それ以外の要素、すなわちテントを宮廷内に設営したこと

（中国を統治する以前から保有していたモンゴル人の習慣と思われる）や、ウイグル起源のも

のとチベット仏教とを混在させた庭のあったことを明らかにした。 

また、征服王朝は漢族からいかなる影響を受けたかを理解するためには、漢族の建築空間を

知って比較しなければならないが、漢族の建築空間そのものの研究が不足している現状にかん

がみ、漢族の王朝も視野に入れ、初歩的な研究を行った。漢代から唐代にかけての正殿の壁画

についてその概略を明らかにした。宮殿壁画の題材にはふたつの系統があるらしく、正殿に儒

教的題材を描くのは北朝の特徴らしいことを指摘した。 

 

研究成果の概要（英文）： 
This research project has achieved two of goals. One is that the research shows that 

three dynasties, Liao, Jin and Yuan which are so-called ‘dynasties of conquest’ seem 
to keep their own cultural elements in palace architecture, living space, gardens and 
capital cities although they come under the influence of Han-Chinese culture. Because 
there are not enough materials to research especially on living space of Liao and Jin, 
this research needed to include and to focus on the Yuan dynasty. In the palace of Yuan 
Dadu (capital city of the Yuan) there are some elements which come from their own cultural 
background such as tents which are erected in the garden in the Forbidden City, the small 
garden with buildings which seem to derive from the Uyghur and with the statute of Tibetan 
Buddhism although Mongolian royal family enjoy Han-Chinese culture such as stone garden 
and banquet with stream in the place complex. 

The second is that the research shows that the transition in mural paintings of 
imperial palace in China from Han to Tang dynasty, and that there are two kinds of imperial 
mural paintings of palace. In the court there are subject matters of mural paintings 
derived from famous Confucian persons or stories. But there do not seem to be historical 
records which mention the mural paintings of the Confucian subject on the main hall except 
Northern dynasties. In order to understand the difference between the three dynasties 
(Liao, Jin and Yuan) and Han-China better, research on Han-China is also needed. That 
is because this research covers palace architecture of Han-Chinese. 
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１．研究開始当初の背景 
 宮殿、都市、庭園を中心とする建築空間の
研究は、北方民族たる、遼、金、元──いわ
ゆる征服王朝──については殆どない状況
であった。北方民族の建築空間を解明するこ
とは、それ自体重要なテーマであると同時に、
中国史の一部をなすものであるから、中国史
の理解にとっても欠かせないはずである。 
 本研究の研究代表者は、すでに元朝につい
てはある程度史料を収集し研究してきた。そ
こで、遼朝、金朝の建築空間についても調べ
始めてみると、一般には遼、金、元を征服王
朝として一括することが多いにもかかわら
ず、この三王朝は、ともに漢文化の影響を受
けつつ、相互に異なる生活空間を作り出して
いたらしい。本研究を計画したゆえんである。 
 

２．研究の目的 
 本研究では、遼代および金代の宮殿・都
市・庭園を中心とした建築空間の解明を目的
とする。北方民族の征服王朝として、遼、金、
元は一括されることが多かった。しかし、実
際には異なる文化的背景を持ち、異なる建築
空間を持っていたらしいことは、遺物や文献
の端々に伺える。 
 漢文化の建築空間を理解するためにも、こ
うした北方民族の建築空間に対する理解は
重要である。なぜなら、本研究によって北方
民族の建築空間と中国のそれとを比較する
ことが可能になり、合わせ鏡のようにして相
互の特色の一端を理解できる可能性がある
からである。 
 このように、本研究は、北方民族の建築空
間そのものの理解だけでなく、中国史におけ
る漢、北方民族を含めた建築空間をも理解す
る基礎を提供できると考える。 
 

３．研究の方法 
 文献史料の收集と検討、考古発掘データの
活用によって研究をすすめる。 
 本研究を行う以前から、本研究遂行者は元
の宮殿を中心とする建築空間について、研究
を行ってきた。そこで、本研究では当初遼代、
金代の漢文史料の蒐集・整理、現地調査等を
計画したのである。本研究を遂行してみると、
資料の制約のため、方法を変更する必要を認

めた。そこで、より実り多い成果をあげるた
めに、以下のような方法を採用した。 
(1)遼・金二王朝の他に、元朝の資料も蒐集
しなおし、これまでの研究成果と合わせて、
資料を再解釈する。 
(2)征服王朝が影響を受けた、漢族の建築空
間について、基礎的な資料を蒐集、検討する。 
 
４．研究成果 
 征服王朝の建築空間に関しては、漢文化の
要素を受け入れながら、それ以外、おそらく
はモンゴルがもともと持っていた習慣や、中
國統一以前に遭遇したウイグル以西の文化 
の要素の混在が見られることを明らかにし
た。具体的には、以下の通り。主要な宮殿の
配置は金、元と繋がりがあるとされてきたが、
元では、宮廷内でもテントを使用し続けたこ
と、西を重んずる空間観念を保ち続け、それ
は漢文化の木造宮殿を計画する際の配置に
も影響したらしいこと、庭園を重んじ、宮殿
を造営する場合には、庭とセットで計画され
たこと、漢文化の伝統である曲水の装置を好
み、石のオブジェを配する趣味もあったこと、
しかしその一方で水辺にきらびやかなテン
トを設営しての宴会に興じていたこと、ウイ
グル式建築もしくはウイグル建築様式の要
素のある建物とチベット仏教の要素とを混
在させた独特の庭を宮廷に造営したこと、で
ある。 
 一方、征服王朝に影響を与えた漢族の建築
空間については、以下の二つの方向から基礎
的な研究をすすめた。ひとつは、唐代の儀式
書に記述される宮殿について考察すること。
もうひとつは、宮殿に描かれた壁画を手がか
りに、宮殿の性格を考えることである。前者
については、儀式書に描かれる正殿は、必ず
しも当時の現実を記述したものではなく、一
種の理想の宮殿の記述であり、しかも現実の
儀式自体も変遷があり、正殿は複数あるが、
現実と儀式書とではここでも違いがあった
らしいこと。後者については、宮殿の役割に
よって、壁画の題材を画き分けていたこと、
北朝から正殿に儒教的な題材の壁画を描い
たしいが、南朝と唐代の正殿ではそうした題
材を描かなかった可能性があることを指摘
した。 
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